
白
秋
の
音
訳
書
に
嵌
る
そ
の
詠
み
し

慰
鶲
の
声
降
り
来
る
窓
に

大
佐
野
台 

宮
崎 

フ
ミ

羽
根
い
た
く
傷
め
し
蝶
は
吾
が
庭
の

草
に
休
み
ぬ
そ
こ
は
日
溜
り

湯
の
谷 

山
崎
八
重
子

風
か
を
る
古
刹
の
楠
の
青
葉
梟

見
上
ぐ
る
人
ら
の
眼
差
し
優
し

五
条 

山
田 

乃
ぞ
み

大
池
の
二
尺
の
鯉
ら
が
わ
が
パ
ン
を

玉
競
り
す
る
五
月
晴
れ
の
日

春
日
市 

山
本 

憲
一

夕
間
暮
ふ
い
に
光
る
目
現
わ
れ
る

道
路
も
テ
リ
ト
リ
ー
余
裕
の
蝦
夷
鹿

筑
紫
野
市 

渡
辺 

保
子

介
弘
　
紀
子
　
選

夏
野
行
く
子
等
の
頭
の
見
え
隠
れ

馬
場 

野
上
コ
ト
子

沢
蟹
や
子
ら
の
心
を
わ
し
掴
み

観
世
音
寺 

野
田 

杉
子

た
て
よ
こ
に
風
転
が
り
て
夏
野
か
な

青
葉
台 

平
野 

香

黙
深
き
二
人
に
夏
野
暮
れ
ん
と
す

朝
倉
市 

味
酒
ふ
じ
子

秘
め
事
も
悲
し
み
も
捨
て
夏
野
行
く

青
葉
台 

本
山 

晴
子

佐
々
木
　
甘
露
子
　
選

麦
秋
の
中
を
駆
け
抜
く
新
特
急

福
岡
市 
北
川
朴
洋
子

身
の
内
の
濁
り
溶
け
ゆ
く
花
卯
木

福
岡
市 

宮
津
英
里
子

そ
ら
の
蒼
ネ
モ
フ
イ
ラ
の
あ
を
海
の
蒼

福
岡
市 

塩
飽
た
か
子

父
の
日
を
祝
つ
て
も
ら
ふ
父
と
な
る

青
葉
台 

彦
坂 

正
孚

日
め
く
り
や
半
分
の
こ
し
夏
が
く
る

筑
紫
野
市 

寺
田 

恵
子

菅
井
　
久
美
子
　
選

図
書
館
の
静
け
さ
覆
ふ
夏
木
立

長
浦
台 

徳
賀
美
智
子

絵
手
紙
の
詞
短
か
し
柿
の
花

高
雄
台 

荒
島
由
美
子

万
葉
の
歌
碑
を
め
ぐ
り
て
夏
木
立

筑
紫
野
市 

名
本 

剛

風
穴
に
暫
し
安
ら
ふ
夏
木
立

星
ヶ
丘 

江
里
口
幸
生

藁
屋
根
の
見
え
く
る
谷
戸
や
柿
の
花

福
岡
市 

工
藤 

友
子

小
池
　
一
恵
　
選

ど
ん
底
に
失
う
も
の
は
無
い
強
味

松
川 

山
根 

清

思
い
出
を
守
る
家
族
の
古
写
真

筑
紫
野
市 

吉
田 

敬
子

山
頂
を
前
に
撤
退
す
る
勇
気

大
野
城
市 

野
田 

茂
生

ペ
タ
ル
こ
ぐ
皆
に
見
せ
た
い
ヘ
ル
メ
ッ
ト

観
世
音
寺 

松
浦 

ち
え

あ
ち
こ
ち
で
増
え
る
異
国
語
コ
ロ
ナ
あ
け

福
岡
市 

迎 

あ
ゆ
子

持
永
　
真
理
子
　
選

窓
開
け
し
外
出
の
不
安
夕
立
雲

星
ヶ
丘 

柴
田
慧
美
子

夕
立
に
翼
の
欲
し
き
程
の
足

馬
場 

有
岡 

和
砂

ロ
ボ
ッ
ト
の
涼
し
く
巡
る
喫
茶
店

国
分 

松
尾 

満
子

広
重
の
版
画
の
世
界
め
く
白
雨

筑
紫
野
市 

幸
田
は
る
み

家
の
歴
史
破
れ
網
戸
の
語
り
を
り

水
城 

福
永 

惠
美

　似ているようで違う韓国と日本。今回のテーマは「箸」です。日本では食事の時に

箸だけを使うことが多いですが、韓国ではスプーンと箸が一対なのが普通です。こ

れは食事のマナーが影響しています。器を持って食べてはいけない韓国では、汁物

を食べるのにスプーンが必要です。ご飯と汁物はスプーン、おかずは箸で食べるの

がマナーです。配膳では、ご飯の右側にスープを置き、その右側にスプーンを横置き

ではなく縦置きに配置する違いがあります。

　この他にも、韓国のスプーンと箸は日本と違って平たく、金属製です。以前は鉄や

銅、銀など多様な素材が使われていましたが、今日ではステンレス製の箸が一般的

です。韓国の箸が金属製になっている理由は定かではありませんが、韓国の食習慣

と関係があると言われています。韓国の食べ物には漬物類が多く、木より鉄の方が

適していたという考え方です。例えば、キムチ

は木の箸を使うとキムチの汁で赤く変色しま

す。それを防ぐために、金属を使うように

なったと考えられます。その他にも、韓国は

鉄鋼石が豊富だったため金属製のスプーン

が普及したという説や、金属は管理や洗浄

が簡単で耐久性に優れていたために定着し

たという説もあります。

箸で見る韓国の食習慣

国際交流・韓国

太宰府市国際交流員
キムシンヒョン

金辛泫

つ
れ
づ
れ

太
宰
府
短
歌
会

飛
梅
句
会

都
久
志
て
ん
じ
ん
句
会

太
宰
府
俳
句
会

宝
満
句
会

太
宰
府
川
柳
倶
楽
部

韓国のスプーンと箸

人権標語

太宰府南小５年　　野茂　絢音さん

もっていたい　
　やさしい笑顔と　
　　　　　思いやり

の　も あや　ね

（応募時）

（五条区）池坊

花材 石化柳、鶏頭、小判草　他

上野　智子
うえ の とも こ

季
節
の
生
け
花

太
宰
府
市
華
道
連
盟

みんなの
としょかん●小説　笑う森(荻原浩／著)　惣十郎浮世始末（木内昇／著）　ドクター・デスの再臨（中山七

里／著）　控えよ小十郎（佐藤巖太郎／著）　ルーマーズ俗（堂場瞬一／著）　最後の甲賀忍

者(土橋章宏／著）　愚か者の石（河崎秋子／著）　町なか番外地(小野寺史宜／著)　六色の

蛹（櫻田智也／著）　オパールの炎（桐野夏生／著）　愚道一休（木下昌輝／著）　黄昏のため

に（北方謙三／著）　谷から来た女（桜木紫乃／著）　復活（久間十義／著）　関心領域（マー

ティン・エイミス／著）

●随筆・詩などの文学　短歌を楽しむ基礎知識（上野誠／編）　「不適切」ってなんだっけ（高

橋源一郎／著）　六十路通過道中（群ようこ／著）　迷子手帳（穂村弘／著）　わからない（岸

本佐知子／著）

●その他の本　深海世界（スーザン・ケイシー／著）　学童弁当（野上優佳子／著）　土地家

屋調査士うんちく先生（加藤博永／著）　大人が楽しい紙ペンゲーム30選

（すごろくや／著）　介護のことになると親子はなぜすれ違うのか(神戸貴

子／著ほか)　軽量登山入門（栗山祐哉／著）
としょかんカレンダー

○印の日は、お休みです。
開館時間　午前１０時から午後6時まで

市民図書館

ＴＥＬ （ ９ ２ １） ４６ ４ ６

ＦＡＸ （ ９ ２ １） ４ ８ ９ ６

金曜・土曜（祝日除く・太字の日）は午後７時まで

（　　   ）令和６年６月
貸出開始資料から

日 月 火 水 木 金 土令和
6年

8 5

12

19

26

6

13

20

27

7

14

21

28

4

11

18

25

1

8

15

22

29

2

9

16

23

30

3

10

17

24

31

ホームページ

大
鳥
居
氏
の
家
督
争
い
と
菊
池
氏

室
町
・
戦
国
時
代
を
通
し
て
筑
後
国

(
現
・
福
岡
県
南
部
)
に
在
住
し
て
い
た

太
宰
府
天
満
宮
の
現
地
ト
ッ
プ
・
留
守

職
を
務
め
た
大
鳥
居
氏
は
、
太
宰
府
が

位
置
す
る
筑
前
国
(
現
・
福
岡
県
北
西
部
)

と
筑
後
国
の
両
方
で
、
国
ご
と
の
統
治

担
当
者
・
守
護
を
中
心
と
す
る
武
家
と

関
わ
り
を
持
っ
て
い
ま
し
た
。
今
回
は
、

筑
後
守
護
・
菊
池
氏
と
の
関
係
を
み
て

い
き
ま
す
。

15
世
紀
半
ば
の
大
鳥
居
氏
と
菊
池
氏

の
関
係
は
、
大
鳥
居
氏
の
家
督
を

め
ぐ
る
抗
争
に
菊
池
が
介
入
す
る

形
で
現
れ
ま
す
。
信
善
・
信
顕
・

信
堯
の
三
兄
弟
に
よ
っ
て
争
わ
れ

た
家
督
は
、
文
安
元
(
１
４
４
４
)

年
に
信
堯
が
継
承
す
る
こ
と
に

い
っ
た
ん
決
定
し
ま
す
。
し
か
し
、

そ
の
後
も
信
顕
と
の
間
で
、
数
年

に
わ
た
っ
て
家
督
争
い
の
火
種
が

く
す
ぶ
り
続
け
ま
し
た
。

そ
れ
か
ら
４
年
後
の
文
安
５
(
１
４

４
８
)
年
、
信
顕
が
家
督
争
い
の
経
緯

を
説
明
し
た
際
に
、
文
安
元
年
当
時
、「
故

上
様
」
か
ら
裁
定
が
あ
っ
た
と
述
べ
て

い
ま
す
。
こ
の
故
上
様
と
は
、
菊
池
氏

の
当
主
で
あ
っ
た
菊
池
持
朝
の
こ
と
で

す
。
筑
後
守
護
を
務
め
た
菊
池
持
朝
は
、

同
国
水
田
荘
(
現
・
筑
後
市
水
田
)
に

大
鳥
居
氏
が
在
住
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、

上
位
者
と
し
て
家
督
争
い
の
収
拾
に
乗
り

出
し
た
の
で
し
ょ
う
。
ま
た
、
信
堯
の
家

督
相
続
が
決
定
し
た
直
後
に
作
成
さ
れ
た

神
仏
に
契
約
の
履
行
を
誓
う
文
書
・
起
請

文
に
は
、
菊
池
氏
の
本
拠
・
肥
後
国
(
現
・

熊
本
県
)
の
国
内
最
上
位
の
神
社
・
一
宮

で
あ
っ
た
阿
蘇
神
社
の
名
が
、
太
宰
府
天

満
宮
や
筑
後
国
一
宮
の
高
良
大
社
と
と
も

に
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
こ
か
ら
も
、

菊
池
氏
の
密
接
な
関
与
が
う
か
が
え
ま
す
。

こ
の
当
時
、
北
部
九
州
地
域
で

は
戦
乱
が
続
き
、
筑
前
守
護
に
任

命
さ
れ
た
経
歴
の
あ
る
大
内
氏
と

少
弐
氏
は
、
筑
前
国
に
お
け
る
権

力
基
盤
が
不
安
定
で
、
争
い
を
裁

定
で
き
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま

す
。
そ
の
た
め
に
大
鳥
居
氏
は
、

自
ら
が
在
住
し
た
筑
後
国
の
守
護

で
あ
っ
た
菊
池
氏
の
裁
定
を
仰
い

だ
の
で
す
。
肥
後
国
と
筑
後
国
を
権
力
基

盤
と
し
、
本
来
は
直
接
の
関
わ
り
を
持
た

な
い
菊
池
氏
が
、
天
満
宮
領
を
通
じ
て
太

宰
府
天
満
宮
と
関
わ
り
を
も
っ
た
例
で
あ

る
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

元 

太
宰
府
市
公
文
書
館
　
兒
玉
　
良
平

～公文書館だより 　～124
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【バックナンバーはこちら】ページＩＤ７２４１

市民図書館YA(ヤングアダルト)コーナーに「進学・進路」の本を集めました

　中高生向けの学校案内や勉強法、さまざ

まな職業に関する本を集めています。ぜひ

活用してください。

YA
文庫

YA
文庫

外国
文庫

外国
文庫

外国
文庫

本棚

本棚
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